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日本共産党議員団の法律相談 

次回は１１月１４日です。 
午後１時  （要予約）                        

日本共産党平塚市議会議員団 
電話 0463－23－1111（内線 2375） 

平塚市浅間町９－１ 平塚市議会控室 
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目特定土地区画整理事業エリアの一部。 

【第二期実施時期と区域】 
Ｈ２３年３月以降 

真田・北金目特定土地区画整理事業エリ

アの残りの区域。 

※ただし、一期・二期とも、実施日は

区画整理事業の進捗を考慮して決める。 
 
 
 
私たちの自宅は従来の真田の地番（区域）

から外れ、北金目一丁目に区分されておりま

す。新しい道路が私たちの住居の右横を通る

ので、法律に則し線引きをその道路に置いた

ためと説明されておりますが、この町名、区

域割の件については納得出来ません。 

これまで、先祖代々受け継ぎ、慣れ親しみ、

愛した真田の地名に対する皆さんの心がこの

様な行動を取らせたものと思います。 

法律という名の下に、当事者の意見を聞か 

ずして、第三者機関の決めたことが絶対

という姿勢は納得出きません。 

法律は社会生活上の最低ルールを決め

たもので、施政者が市民を抑える為にあ

るものではなく、市民に対し最大の敬意

を持って運用されるべきものと思ってお

ります。 

私たちは、真田という地名を、そして

ここに住んでいる人を、そして真田の自

然を愛し、これからも真田の中で暮らし

て生きたいと思います。 

よって、この件にご賛同戴ける皆様の署

名を以って、公示された区域（真田一丁

目）の変更を請求し、納得のいく処置を

お願い致します。（変更請求の要旨） 

 

 

 

１０月２３日１０時より 

平塚市議会 議事堂３階 

第２委員会室にて 

（傍聴される方は、席に限りがあるため

早めに議会局にお申込み下さい） 

が 真田・北金目地区の住居表示に関し 

１０月２３日に公聴会を開催 
 
 
 
 

 

真田・北金目地区の住居表

示案に住民から「待った！」 

平塚市は、平成 6年から施行されて

きた真田特定土地区画整理事業及び

真田・北金目土地区画整理事業の進捗

にあわせ、その区域と周辺地域である

南金目の一部を含めた地域の住居表

示実施に向けて事業を進めていまし

た。 

５月の「住居表示審議会」では市の

諮問に対し、全会一致で「異議なし」

との答申を出しました。 

６月に、この案を「住居表示に関す

る法律」に基づき、広報等で３０日間

公示を行ったところ、住民から「変更

の請求」が出されました。平塚市で変

更の請求が出されたのは初めてとい 

 

います。今回、市が示した住居表示

案は以下のようになっています。 
 

現在の地区 変更後の設定 

真田の一部 真田一丁目 

真田の一部 真田二丁目 

真田の一部 真田三丁目 

真田の一部と 

北金目の一部 
北金目一丁目 

北金目の一部 北金目二丁目 

北金目の一部 北金目三丁目 

真田の一部と 

北金目の一部と 

南金目の一部 

北金目四丁目 

【第一期実施時期と区域】 
Ｈ２２年１月～３月 

真田特定土地区画整理事業エリア、

市街化区域・調整区域、真田・北金

 

住民の思いを大切に 

真田・北金目地区の住居表示案 

公聴会開催される 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                

 

「（仮称）平塚市次期環境事業センター建設事業」

の環境影響予測評価書案の意見書に対する市の

見解書の縦覧と公聴会のお知らせ 

公聴会に参加しませんか？ 

 なお、市民および近隣市町の方々の

意見を聞くための公聴会が開催され

ます。 

公述する場合は、申出書の提出が

必要とのこと。（提出先：神奈川県

環境農政部環境計画課） 

 

 ※傍聴は自由です。  

詳細は、各縦覧場所に置いてある

要領等を御覧ください。 

 

【公聴会の日時】 

１１月７日（土）１１時から 

大神公民館 大ホールにて 
 

 

 平塚市では、「（仮称）平塚市次期環

境事業センター」を、大神にある現在

の焼却施設の隣接地に建設する計画

を進めています。  
 この事業は「神奈川県環境影響評価

条例」の対象事業であり、条例に基づ

き、現地調査等を行い、その結果を「環

境影響予測評価書案」としてまとめ、

平成２１年６月２３日に神奈川県知

事に提出しました。  
 神奈川県は、それを７月１４日から

８月２７日まで縦覧を行い、意見募集

を行ってきました。  
 現在、提出された意見に対して市の

見解をまとめた「見解書」を縦覧して

います。 
 
【縦覧期間】 
９月２５日から１０月２６日まで 

【縦覧場所】 

・平塚市環境部環境政策課  

・平塚市環境事業センター  

・平塚市リサイクルプラザ  

・神田公民館  

・横内公民館  

・大神公民館  

・城島公民館  

・大野公民館  

・四之宮公民館 

保育園児、
３人目以降は
保育料無料 

今年度、神奈川

県内で３人目以降

の保育料を「無料」

とする自治体が増

えています。 

昨年度「無料」と

していた自治体は、

横浜市、鎌倉市、相

模原市、座間市、南

足柄市の５市でした

が、今年度は１３市

に広がっています。

平塚市でも、昨年

度まで、３人目以降

は「１人目の子の保 

 

 

現在大神にある環境事業センター 

Ｈ２１年度各市の保育料算定基準表 
  １人目 ２人目 ３人目以降 

平塚市 基準額 基準額の２分の１ 無料 

横浜市 基準額 所得に応じた軽減 無料 

川崎市 基準額 所得に応じた軽減 基準額の 10 分の１ 

横須賀市 基準額 基準額の２分の１ 基準額の 10 分の１ 

鎌倉市 基準額 基準額の２分の１ 無料 

藤沢市 基準額 所得に応じた軽減 無料 

小田原市 基準額 基準額の２分の１ 無料 

茅ヶ崎市 基準額 基準額の２分の１ 無料 

逗子市 基準額 基準額の２分の１ 基準額の２分の１ 

相模原市 基準額 基準額の２分の１ 無料 

三浦市 基準額 基準額の２分の１ 基準額の 10 分の１ 

秦野市 基準額 基準額の２分の１ 無料 

厚木市 基準額 基準額の２分の１ 無料 

大和市 基準額 基準額の２分の１ 無料 

伊勢原市 基準額 基準額の２分の１ 基準額の 10 分の１ 

海老名市 基準額 基準額の２分の１ 基準額の 10 分の１ 

座間市 基準額 基準額の２分の１ 無料 

南足柄市 基準額 基準額の２分の１ 無料 

綾瀬市 基準額 基準額の２分の１ 無料 

※川崎市のみＨ２０年度の資料。 

 
育料の１０分の１」としていましたが、今年度より「無料」となりました。１か月の出費が約

１～３千円減るわけですから、嬉しいことです。 

しかし、同時期に３人が保育園に通っていることが条件ですから、対象者は限られて

おり、恩恵に預かる人はほんのわずか。 

子育て支援としていま強く求められているのは、妊婦健診の無料化を本格的に取り

組むこと、出産育児一時金の増額と直接払いによる出産費用の軽減、小児医療費無

料化のさらなる促進、高校までの教育費無償化・・。これらを本格的に進めることです。 

これからも、共産党市議団は子育て支援に力を尽くします。 
 

 巨大な笠雲 
１０月３日朝、富士山に近い上空で幾重

にも重なった「笠雲」がかかりました。 
笠雲がかかると、たいがい「天気が悪く

なるまえぶれ」と言われているようです。 
この日は、確かに降ったりやんだりの 

はっきりしない天気でした。 
              （Ｍ） 


